
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第６８号 

令和８年 

３月発行 

 

発行者  

広尾町中高一貫教育推進委員会 

〈
何
事
に
も
ま
ず
は
挑
戦
！
〉 

２
月
２
日
（
月
）、
広
尾
中
学
校
体
育
館
に
て
「
中
高
一
貫
進
路
講

話
」
が
開
催
さ
れ
、
高
校
生
活
の
経
験
を
４
名
の
広
尾
高
校
の
生
徒
が

中
学
生
に
お
話
を
し
ま
し
た
。 

荒
木
沙
藍
さ
ん
は
、
自
分
の
進
路
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
積
極

的
に
行
動
す
る
こ
と
、
広
尾
町
に
は
そ
の
環
境
が
整
っ
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
毎
日
小
さ
な
挑
戦
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
自
分
を
信
じ
る「
自

信
」
に
繋
が
る
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

窪
田
光
花
さ
ん
は
、
自
身
の
進
路
活
動
の
詳
し
い
入
試
の
内
容
や
そ

れ
に
向
け
た
取
り
組
み
を
説
明
し
て
く
れ
た
後
、フ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
と

い
う
授
業
で
力
を
入
れ
た
「
料
理
甲
子
園
」
へ
の
挑
戦
が
、
自
分
の
大

き
な
武
器
に
な
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

工
藤
慎
太
さ
ん
は
、
今
興
味
の
あ
る
こ
と
や
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
に
、
少
し
調
べ
て
み
て
ほ
し
い
こ
と
。
ま
た
、

中
学
校
の
基
礎
学
力
が
高
校
、そ
し
て
そ
の
先
の
将
来
に
も
必
ず
役
に

立
つ
こ
と
を
力
説
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

末
永
愛
琳
さ
ん
は
、
自
身
の
進
路
活
動
の
経
験
を
基
に
、
上
手
く
い

か
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
前
向
き
に
切
り
替
え
る
こ
と
や
、
自
分
が

後
悔
し
な
い
道
に
挑
戦
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
て
く
れ
ま
し
た
。 

講
話
を
行
っ
た
４
名
は
、
３
年
前
、
中
学
生
と
し
て
こ
の
場
所
で
先

輩
の
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
自
分
が
壇
上
に
立
つ
姿
な
ど
、

想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
広
尾
高
校
で
大
き
く
成
長

し
た
姿
を
中
学
生
に
披
露
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。広
尾
町
の
中
高
一
貫
教
育
に
お
け
る
１
年
間
の
集
大
成
と

し
て
、
ま
た
、
こ
の
「
３
年
越
し
の
バ
ト
ン
」
が
循
環
し
て
い
く
教
育

の
流
れ
を
、町
の
大
切
な
財
産
と
し
て
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

《中高一貫》 

進 路 講 話 

 



ＳＣＣの記録 
ＳＣＣとは、Secondary Collaborated Classの略称です。これは、多様な能力や様々な適性を持つ広尾

の子どもたち一人ひとりに応じた「きめ細かな学習指導」を通して「基礎・基本の確実な定着」を図って

いくために、中学校と高校が連携した合同授業や出前授業、ＴＴ、チューター学習などを行うものです。 

 

 

 

 

 

 

 

国 語 

今年も３回の漢字検定を合同で実施しました。第１回では１１名、第２回では９名、第３回で

は１４名の中高生が受検しました。高校生は自分のスキルアップや努力を証明するために、こ

つこつと学習に励んでいました。中学生は自分の先輩の姿を見て、良い目標にしながら学習意

欲を高めることができました。 

また、中学校１年生と３年生を対象に高校の高橋教諭が授業を行いました。中学生一人ひと

りが、高校の授業の雰囲気や学習内容を知ることができ、これからの進路に具体的なイメージを持つことができました。 

数 学 

今年度はオープンクラスウィークの時期に中高連携事業として、中学校の授業に高校教諭が参加し、授業の補助に入りまし

た。図形の証明問題などの難しい課題に各自で取り組み、複数の数学科教員で個別に指導しました。つまずくところは生徒一

人ひとり異なりますが、多くの教員が教室内にいることで、きめ細かい指導を行えたと考えています。また、普段接点の少な

い高校の教員と中学生がコミュニケーションをとる場面も多く見られ、中高のつながりを強める貴重な機会となりました。今

後も、定期的に中学生の学習をサポートする機会を設けていきます。 

社 会 

各校の ICT を活用した授業の交流を行いました。今年度、広尾高校で生徒が使用しているタブレットが新しく導入されたこ

とがあり、広尾高校の授業を中心に ICT を最大限生かせる授業展開について授業後振り返りを行ってきました。 

 中学校と高校での ICT 環境にまだ段差が生じているのでこの差を徐々になくしていくことができれば、中学から高校へつな

がりをもって学習を進めることができると感じました。 

理 科 

12 月 11 日に広尾中学校 2 年生を対象に、「岩石」と「鉱物」の単元で SCC を実施し

ました。中学校の山根教諭が TT としてサポートし、高校の小暮教諭がメインで授業を行い

ました。生徒は授業を行う前に中学校の校庭で 2〜3cm ほどの岩石を採集しました。防護

メガネをかけた生徒が力強くハンマーで岩石を叩き割りました。生徒は岩石を割る経験がな

く、きれいに岩石が割れたときには歓声をあげて喜びました。岩石の割った断面をルーペで観察し、岩石の鉱物の割れ方や鉱物

の成長過程など、マグマが冷却され固結する岩石形成の違いについて学びました。ほかに生徒は透明や白色の鉱物を顕微鏡で観

察し、日常生活では見られない鉱物の美しい世界に感動しました。生徒の感想はとても良かったです。 

英 語 

12 月９日（火）、広尾高校の船越教諭・東教諭が広尾中学校 3 年生を対象に Speaking

指導を行いました。生徒は高校の教諭と 1 対１で、教諭からの「趣味」や「好きな教科」な

どのいくつかの質問に対する応答を英語で行いました。授業は英語検定 3 級レベルを意識

し、入室時の“May I come in?”からはじまり、挨拶や自己紹介、その後の流れはすべて

英語で進行されました。授業前の中学生は、英語で受け答えに自信がなく不安でいっぱいの

様子でした。しかし、授業後には「楽しかった！」「意外と答えられた」「そういう意味だっ

たのか」というようなポジティブな感想が多くありました。英語が得意な生徒は堂々と流暢に、苦手な生徒は言葉に詰まりなが

らも知っている単語を組み合わせたり、ジェスチャーをしたりと自分の言いたいことを伝えようと取り組む姿が印象的でした。

この SCC を通じて、英語でやりとりすることへの抵抗感を減らし、英語検定等の資格取得や海外派遣参加への意欲につながる

ことを期待しています。 



保健体育 

１２月１０日３・４校時、広尾高校体育館において、広尾中学校２年生と広尾高校３年

生の科目「生涯スポーツ」の選択者の合同授業が２時間にわたって実施されました。内容

は、鉄棒（低鉄棒・高鉄棒）とマット運動の２つに分かれ、高校生が中心となって中学生

に技の指導を行いました。今回の授業を通して高校生は中学生に「技ができるようになる

達成感を実感してもらう」ことが達成できるように、積極的にコミュニケーションをと

り、教え合う姿が見られました。また、中学生は小学校以来の鉄棒や初めて挑戦する高鉄棒に触れ、高校生に補助をしてもらい

ながら、初めての技にも挑戦していました。マット運動では、技がキレイに見えるポイントやできるようになるためのコツを教

わり、楽しく取り組むことができました。 

家庭科 

６月２６日と７月１１日の 2 回、広尾中学校２年生の家庭科の授業で、高校教諭が TT

に入り、被服実習のサポートを行いました。ミシンを使ったエコバッグの製作において個々

の進捗状況に応じて、中学校教諭と一緒に複数の目で見ることで丁寧にサポートすること

ができました。また、１月２７日には広尾中学校１年生の家庭科の授業で、高校教諭がＴＴ

に入り調理実習のサポートを行いました。調理実習では、被服実習よりもグループで協力し

て完成させることが大切になるため、指導する側もすぐに答えを教えるのではなく、生徒に

自分達で考えて気付かせられるよう、声かけを工夫しながらより丁寧な実習の支援ができたと思います。 

養護 

全校生徒を対象とした心の健康に関する講話（広尾高校）や２・３年生を対象とした性に関する講話（広尾中）の参観を行い、

SCC を実施しました。生徒たちは、改めて健康の大切さや命の大切さを実感し、自分自身について考える、充実した機会にな

ったと思います。 

 

 

 

①交通安全街頭啓発運動 ７月２３日（水） 

 ７月２3日の放課後、神社公園前の道路において交通安全啓発運動を実施し

ました。今年度も広尾中学校と広尾高等学校の合同で行い、生徒同士の交流を

深める機会となりました。当日は広尾警察署職員の方々にもご協力をいただ

き、事前に作成した啓発用紙をポケットティッシュに入れ、眠気覚まし用のガ

ムとともに、ドライバーの皆様へ手渡しで配布しました。活動中には、広尾警

察署の方から事故が多発している場所やその状況について説明を受け、生徒一

人一人が交通安全への意識を高める有意義な活動となりました。 

②中高一貫合同清掃 ９月１８日（木） 

他の中高一貫連携事業では、生徒会や一部の学年が交流していますが、この

合同清掃はお互いの全校生徒が集まり同時に活動を行い、他の行事以上に生徒

間の交流を深めることができました。当日には広尾高校の生徒がリーダーシッ

プを発揮し、中学生に対してアイスブレイクとして様々なアクションを起こしてくれました。清掃区域は学校

周辺と広尾川周辺の２つに分かれて活動しました。活動を終えての振り返りシートからは、「町にはタバコの

吸い殻や飲料容器が多く、海辺には漁具や外国のゴミ、マスク等も散乱していた」との感想がありました。清

掃活動を通じて自分たちだけでなく、地域住民全体へ美化意識が広がればと思います。 

中高連携 生徒の活動から 
 



    

令和７年度 北海道広尾高等学校 ３学年の進路状況 

令和８年２月５日現在 ３年生在籍 男子:1４名 女子:７名 計:21名 

＜就職志望者 ９ 名＞  決定者数：男子 5 名   女子 4 名  計 9 名 

 希望者数 決定者数 
内    定    先 進 路 区 分 全体 男子 女子 全体 男子 女子 

就 職 町 内 5 3 2 5 3 2 

農協サイロ株式会社、イタックス株式会社、拓

殖工業株式会社、株式会社畑下組、有限会社広

和堂 

就 職 管 内 3 2 1 3 2 1 高堂建設株式会社(2 名)、株式会社パーペル 

就 職 道 内 0 0 0 0 0 0  

就 職 道 外 0 0 0 0 0 0  

公 務 員 1 0 1 1 0 1 広尾町特別養護老人ホームつつじ苑(会計年度職員) 

自 営 ・ そ の 他 0 0 0 0 0 0  

就 職 者 合 計 9 5 4 9 5 4 就職希望者割合 42.9 % 内定率 100 % 

 

 

＜進学志望者 12 名＞  決定者数：男子 6 名  女子  3  名  計 9  名 

 希望者数 決定者数 
決    定    先 

進 路 区 分 全体 男子 女子 全体 男子 女子 

４大国公立(文系) 3 3 0 1 1 0 釧路公立大学 

４大国公立(理系) 1 1 0 0 0 0  

４大私立 (文系 ) 2 2 0 2 2 0 札幌国際大学、ZEN 大学 

４大私立 (理系 ) 1 0 1 1 0 1 札幌保健医療大学 

短 大 国 公 立 1 0 1 1 0 1 旭川市立短期大学 

短 大 私 立 0 0 0 0 0 0  

看 護 学 校 1 1 0 1 1 0 北海道看護専門学校 

専門・専修学校 3 2 1 3 2 1 
札幌デザイン＆テクノロジー専門学校、北海道

理容美容専門学校、札幌調理製菓専門学校 

進 学 者 合 計 12 9 3 9 6 3 進学希望者割合 57.1 % 決定率 75.0 % 

 

 

 

＜全 体＞ 在籍者数 決定者数  

 全体 男子 女子 全体 男子 女子 進 路 決 定 率 

合    計 21 14 7 18   11 7  85.7 ％ 

 

 


